




　現在実施されている先天性代謝異常マス・スクリーニングては、Tyr の再検

率が最も高い。我々は名古屋市立大学病院に入院した新生児・未熟児に対して

も、一般新生児と同様にマス・スクリーニングを行っているが、表に示すよう

に、昭和 51 年 1 月より約 2年間に発見された高 Tyr 血症は 15 例であった。こ

の 2/3 は、いわゆる新生児一過性高 Tyr 血症であつた。従来の報告と同様に、

未熟児に多く、特に症状は認めなかった。短期間の追跡調査ではあるが、知能

障害も残していない。しかし Menkes(1972 年)、Mammunes(1976 年)は、知能障

害を残した例を報告しており、今後は一過性の高 Tyr 血症に対しても、治療を

考慮する必要があると思われる。又、遺伝性 Tyr 血症を見逃さず、早期治療を

行うことも、もちろん重要な事である。


